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１．地域金融機関の置かれた環境

金融機関は構造不況業種か
　今日、銀行の置かれた環境が厳しいとされるが、

中でもなぜ地域銀行（地方銀行及び第二地方銀行）

が厳しいかは、一般国民からはなかなか理解がで

きないのではないか。以下の状況は長期にわたっ

て地域銀行の置かれた環境が厳しさを増している

ことを示すものである。

　図表１は、地域銀行の1992年度以降の業績推

移を示している。この間、地域銀行における収益

の中核を占める資金利益は、94年度をピークと
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　戦後の地域銀行のビジネスモデルは、強力な規制環境下、いかに効率的に資金を預金で吸収できるかというイ
ンフラの高度化にあった。しかし今日、異次元の金融緩和の環境下、企業収益が最高益を更新しても地域銀行に
は利払いの恩恵がないという構造不況の様相を示している。こうした中での処方箋は、地域商社化と信託機能の
活用による独自の地域エコシステム構築である。地域銀行は、「川上」まで遡って企業活動を取り込むこと、貸
出の疑似エクイティ性を活かし、事業性評価を強めて出資機能も取り込むことが求められる。これは地域銀行に
とって創業時への原点回帰だ。
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